
  ２０２５年岩見三内サロン「イベント・利用案内」 
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利用日 曜日 イベント内容 回 利用日 曜日 イベント内容 回 利用日 曜日 イベント内容

1 4月5日 土 29 7月5日 土 57 10月11日 土 関係人口推進

2 4月6日 日 展示品搬入 30 7月6日 日 58 10月12日 日 関係人口推進

3 4月12日 土 (畑づくり) 31 7月12日 土 関係人口推進 59 10月18日 土
(秋野菜収穫)
(料理交流会)

4 4月13日 日 展示準備 32 7月13日 日 関係人口推進 60 10月19日 日 (干し柿づくり)

5 4月19日 土 展示会～5/18 33 7月19日 土 (夏野菜収穫) 61 10月25日 土 関係人口推進

6 4月20日 日
サロン展示会
コンサート

34 7月20日 日
木管・弦楽器
コンサート

62 10月26日 日 関係人口推進

7 4月26日 土 サロン展示会 35 7月26日 土 関係人口推進 63 11月1日 土 (柿収穫)

8 4月27日 日 サロン展示会 36 7月27日 日 関係人口推進 64 11月2日 日 (大根収穫)

9 4月29日 火 サロン展示会 37 8月2日 土
(子ども花火)
(料理交流会)

65 11月8日 土 関係人口推進

10 5月3日 土 サロン展示会 38 8月3日 日 竿燈・観光 66 11月9日 日 関係人口推進

11 5月4日 日 サロン展示会 39 8月9日 土 関係人口推進 67 11月15日 土 (漬物づくり)

12 5月5日 月
サロン展示会
コンサート

40 8月10日 日 関係人口推進 68 11月16日 日 平和コンサート

13 5月10日 土 サロン展示会 41 8月16日 土 69 11月22日 土 関係人口推進

14 5月11日 日
サロン展示会

体験講座
42 8月17日 日 (秋野菜準備) 70 11月23日 日 関係人口推進

15 5月17日 土
サロン展示会
コンサート

43 8月23日 土 関係人口推進 71 11月29日 土

16 5月18日 日 サロン展示会 44 8月24日 日 関係人口推進 72 11月30日 日 感謝・交流会

17 5月24日 土 関係人口推進 45 8月30日 土
関係人口推進

大曲花火

18 5月25日 日 関係人口推進 46 8月31日 日 関係人口推進

19 5月31日 土 (ひまわり種植) 47 9月6日 土 (秋野菜植付)

20 6月1日 日 里山の音楽会 48 9月7日 日 平和コンサート

21 6月7日 土 関係人口推進 49 9月13日 土 関係人口推進

22 6月8日 日 関係人口推進 50 9月14日 日 関係人口推進

23 6月14日 土 (料理交流会) 51 9月20日 土

24 6月15日 日 52 9月21日 日

25 6月21日 土 関係人口推進 53 9月27日 土 関係人口推進

26 6月22日 日 関係人口推進 54 9月28日 日 関係人口推進

27 6月28日 土 55 10月4日 土

28 6月29日 日 56 10月5日 日 平和コンサート

◆第1・第3火曜日仙台市・移動販売

2025年岩見三内サロンの利用可能日 (予定)   
岩見三内サロンを会場にした「ミニコンサート」「体験講座」「展示会」「里山トーク」
および「関係人口づくりやシェアハウス支援等での利用推進での利用可能日

◎第１・3・5の土日サロン利用日(在宅)　◆第2・4の土日は不在のため備え付け鍵で利用可能

サロン利用申込の内容

◆毎月第1・3・5土日(サロン滞在)
■サロン利用&独自企画案内
■「さとぴあ体験」等外部利用可

仙台市での活動

◆毎月第4日曜仙台・いずみ朝市出店

◆サロン管理者が不在の場合は、暗
唱番号による鍵の開錠。スマホ利用
のホームシステム管理で確認。

◆毎月第2・第4土日(サロン不在利用)
■二拠点生活体験のシェアハウス利
用での関係人口づくり推進
　(観光・体験・趣味・音楽等利用)
■シェア利用での祝日や夏休み等で
の平日利用も可



２０２５年「岩見三内サロンの活動案内」 
２０ ２ ５ 年 の 岩 見 三 内 サ ロ ン は ８ 年 目 の 活 動 と な り ま す 。 昨 年 の ２ ０ ２ ４ 年 は 、 元 日 に 発 生 し た 「 能

登 半 島 地 震 」 の 被 災 者 支 援 活 動 を 年 間 通 じ て 行 い ま し た 。 昨 年 の サ ロ ン 利 用 ・ 参

加 者 は ３ ３ ０ 名 、 こ れ ま で の ７ 年 間 の 累 計 で の 「 岩 見 三 内 サ ロ ン 」 の 利 用 ・ 参 加 者

は 、 １ ， ７０ ０ 名 を 超 え 、 多 く の 皆 さ ん と の 交 流 や 災 害 被 災 者 や 障 が い 者 へ の 支 援

を 深 め る こ と が で き ま し た 。  

今 年 は 「 戦 後 ８ ０ 年 」 の 節 目 の 年 で す 。 「 争 い の な い  平 和 な 世 界 」 を 祈 り な が

ら 、 多 く の 皆 さ ん に 利 用 と 参 加 を 呼 び か け 、 交 流 を 進 め ま す 。  

そ し て 、 昨 年 １ １ 月 に 「 二 地 域 居 住 促 進 法 」 が 国 で 制 定 さ れ 、 法 律 施 行 の 初 年

度 に な り ま す 。 「 里 山 の 交 流 広 場 」 の 利 用 を 通 じ て 交 流 の 輪 と つ な が り を 深 め つ

つ 、 地 域 で の 関 係 人 口 の 交 流 拠 点 と し て の 役 割 に も チ ャ レ ン ジ し て い き た い と 思 い ま す 。  

 

〇活動の柱は「戦後 80年企画」と「関係人口づくり推進&里山のこれから」 

今 年 は 、 戦 後 ８ ０ 年 企 画 の 「 平 和 を 願 う 音 楽 の チ カ ラ 」 と 二 地 域 居 住 の 「 関 係 人 口 づ く り の 推 進

& 里 山 の こ れ か ら 」 を 中 心 に 交 流 活 動 を 推 進 し て い き ま す 。 そ の た め に 、 こ れ ま で の 第 １・ 第 ３ に

加 え て 第 ５ 土 日 も サ ロ ン 利 用 の 拡 大 を 図 り ま す 。 そ し て 、 サ ロ ン 管 理 者 が 不 在 の 第 2 ・ 第 ４ 土 日 は 、

「シ ェ ア ハ ウ ス 的 な 利 用 」 と 位 置 づ け 、 二拠 点 居 住 の 関 係 人 口 づ く り の 推 進 に つ な げ ま す 。  

８ 年 目 の 活 動 は 、 年 間 を 通 じ て 「 平 和 を 願 う  音 楽 の チ カ ラ 」 の 音 楽 イ ベ ン ト を 開 催 す る と と も

に 、 こ れ ま で の 「 交 流 広 場 」 の 活 動 を 踏 ま え つ つ 、 関 係 機 関 と も 連 携 し な が ら 、 二 地 域 居 住 の 促

進 へ の 「 関 係 人 口 づ く り 推 進 」 の 交 流 活 動 を 進 め て い き た い と 考 え て い ま す 。  

そ し て 、 「 平 和 を 願 う  助 け 合 う  考 え あ う 」 こ と を 大 切 に 、 里 山 の 交 流 広 場 と し て 「 交 流 の 輪 と

つ な が り 」 を さ ら に 深 め 、 心 豊 か に 過 ご せ る 日 常 の 大 切 さ を 共 有 し て い き た い と 思 い ま す 。  

 

〇戦後 80年企画「戦争犠牲者への慰霊と平和を願う活動」」 

■ 年 間 を 通 じ て 行 う 「 戦 後 ８ ０ 年 企 画 」 に あ た っ て 、 岩 見 三 内 地 区 の １ ６ ２名 の 戦 没 者 等 の 戦 争  

犠 牲 者 の 遺 族 関 係 者 調 査 を 昨 年 1 2 月か ら 地 域 の 皆 さ ん の 協 力 を 頂 き な が ら 進 め て い ま す 。



８０ 年 前 の 戦 争 犠 牲 者 の 関 係 者 を 探 す こ と も 困 難 と な っ て い ま す が 、 関 係 者 の 調 査 を 通 じ て 遺

品 や 戦 争 へ の 思 い を 聞 き な が ら 「 戦 争 の 悲 惨 さ と 平 和 の 尊 さ 」 を 改 め て 見 つ め て い き ま す 。  

そ し て 、 「 里 山 の 音 楽 会 」 や 「 ミ ニ コ ン サ ー ト 」 、 「 慰 霊 & 平 和 コ ン サ ー ト 」 な ど の 「 平 和 を 願 う  音

楽 の チ カ ラ 」 の 音 楽 イ ベ ン ト 活 動 を 年 間 通 じ て 行 い 、 奏 者 や 観 覧

の 皆 さ ん と と も に 、 争 い の な い 平 和 な 世 界 へ の 思 い を 共 有 し て

い き た い と 考 え て い ま す 。 さ ら に 、 復 興 状 況 を 踏 ま え つ つ 、 「 能 登

半 島 地 震 被 災 者 へ の 支 援 」 も 呼 び 掛 け て い き ま す 。  

■ 昨 年 は 、 4 月、 6 月、 1 0 月、 1 1 月に 「 能 登 半 島 地 震 被 災 者 支 援 音 楽 イ ベ ン ト 」 を 5 回 開 催 し

ま し た 。 今 年 は 、 「 戦 後 8 0 年 企 画 」 と し て 、 里 山 の 音 楽 会 や ミ ニ コ ン サ ー ト と と も に 、 戦 争 で 犠 牲

に な っ た 方 の 慰 霊 と 平 和 を 願 う 「 慰 霊 & 平 和 コ ン サ ー ト な ど を 企 画 し ま す 。 4 月 か ら の 「 日 本 画

展 ギ ャ ラ リ ー コ ン サ ー ト ( 3 回 ) 」、 6 月 1 日 (日 )の「 里 山 の 音 楽 会 」 、 7 月 2 0 日 の 「 木 管 楽 器 & 弦 楽

器 コ ン サ ー ト 」 、 9 月 7 日 の 「 戦 争 犠 牲 者 の 慰 霊 コ ン サ ー ト 」、 1 0 月 5 日の 「 平 和 を 祈 る コ ン サ ー

ト 」、 1 1 月１６日 の 「 世 界 平 和 を 願 う ラ イ ブ ス テ ー ジ 」 を 行 い ま す 。  

■ そ し て 、 「 平 和 を 願 う 」 取 り 組 み と し て 、 サ ロ ン の 所 有 農 地 へ の 「 ひ ま わ り 」 の 植 栽 活 動 に 取 り

組 み ま す 。 さ ら に 、 利 用 者 主 催 で の 「音 楽 イ ベ ン ト 等 」 の 利 用 を 呼 び 掛 け て い き ま す 。 4 月～ 1 1

月 の サ ロ ン 利 用 日 に 加 え て 、 サ ロ ン 不 在 日 の 第 ２・ ４ の 土 日 に も 岩

見 三 内 サ ロ ン を 会 場 と す る 、 有 料 ・ 無 料 の 「 音 楽 ラ イ ブ & ミ ニ コ ン

サ ー ト 」 の 利 用 を 募 集 し ま す 。 実 施 に あ た っ て 、 サ ロ ン と し て 、 観

覧 募 集 や 運 営 等 の 支 援 に 協 力 し て い き ま す 。  

 

〇「二地域居住での関係人口づくりの推進」と「里山のこれから」への取り組み 

■ 「 二 地 域 居 住 促 進 法 」 は 、 岩 見 三 内 サ ロ ン の 「 二 拠 点 生 活 」 を 基 盤 と し て 進 め て き た サ ロ ン 活

動 に も 通 じ る も の が あ り ま す 、 秋 田 県 で は 「 あ き た 未 来 創 造 部 地 域 づ く り 推 進 課 」 が 官 民 連 携 プ

ラ ッ ト フ ォ ー ム に 参 画 し て 検 討 を 進 め て い く よ う で す 。 秋 田 へ の 移 住 や 二 拠 点 生 活 に 関 心 の あ

る 県 外 の 方 や 秋 田 県 出 身 者 が 利 用 で き る こ と も 模 索 し な が ら 、 各 自 治 体 の 「 二 地 域 居 住 促 進

施 策 」 を 踏 ま え た 、 関 係 人 口 づ く り 推 進 へ の 協 力 ・ 支 援 の 拠 点 と し て 取 り 組 み た い と 思 い ま す 。  



具 体 的 に は 、 「 二 拠 点 生 活 体 験 」 の シ ェ ア ハ ウ ス と し て 、 里 山 の 収 穫 体 験 や 秋 田 県 内 の 観 光 等

で 岩 見 三 内 サ ロ ン を 日 帰 & 宿 泊 利 用 し て も ら い 、 関 係 人 口 づ く り の 推 進 に 協 力 し て い き ま す 。  

■ 関 係 人 口 づ く り に 向 け た 取 り 組 み に は 、 地 元 出 身 者 と の 連 携 や

里 山 の 課 題 を 踏 ま え た 「 里 山 の こ れ か ら 」 を 考 え る 機 会 も 大 切 と 考

え て い ま す 。 例 え ば 、 「 関 係 人 口 」 「 農 業 」 「 森 林 」 な ど 行 政 の 担 当 者

等 に よ る 説 明 や 学 習 の 場 を 依 頼 し な が ら 、 二 地 域 居 住 の メ リ ッ ト を

考 え て い き ま す 。  

■ 「 岩 見 三 内 出 身 者 」 と の 交 流 第 一 弾 は 、 院 展 作 品 を 多 数 出 展 し て い る 岩 見 三 内 出 身 の 佐 藤

悟 さ ん の 「 日 本 画 展 」 を ４ 月１９ 日 ( 土 )か ら ５ 月 １８ 日 ( 日 ) ま で 開 催 し ま す 。 そ し て 、 「 日 本 画 展 」 と 連

動 し た ギ ャ ラ リ ー コ ン サ ー ト を ４ 月２０日 ( 日 ) 、 ５月５ 日 ( 月 ) 、 ５月１７ 日 ( 土 )に ３回 行 い ま す 。  

さ ら に 、 岩 見 三 内 出 身 者 で 県 内 や 県 外 で 活 躍 さ れ た 方 の ご 理 解 を 得 な が ら 、 ふ る さ と へ の 思

い や 経 験 を 踏 ま え た 「 里 山ト ー ク 」 の 他 、 「 里 山 料 理 教 室 & 食 事 交 流 会 」 も 検 討 し た い と 思 い ま す 。  

 

〇里山の自然に触れ合う「里山体験やイベント」への利用参加をお待ちします 

■昨年の サ ロ ン の 外 部 利 用 で は 、 農 山 村 交 流 セ ン タ ー 「 さ と ぴ あ 」 の 里 山 の 体 験 講 座 、 「 放 課

後 等 デ ィ サ ー ビ ス 」 の き り た ん ぽ づ く り 体 験 、 大 曲 花 火 の 観 光 に 合 わ せ た サ ロ ン で の 昼 食 場 所

と し て 利 用 し て 頂 き ま し た 。 ２０２５ 年 も 岩 見 三 内 サ ロ ン で の 山 菜 収 穫 や 野 菜 作 り な ど 、 里 山 の 自

然 と の ふ れ あ い な ど の 利 用 申 込 や イ ベ ン ト 参 加 を 呼 び 掛 け て い き ま す 。  

■ 岩 見 三 内 サ ロ ン に は 、 「 キ リ タ ン ポ 作 り 炭 火 焼 セ ッ ト 」 「 手 づ く り ピ ザ 釜 」 「餅 つ き 機 」 の 他 、 「 里

山 ピ ア ノ 」 や 「 簡 易 な 音 響 設 備 」 、 そ し て 野 菜 作 り の 農 作 業 器 具 &

耕 運 機 も あ り ま す 。 自 給 自 足 の 野 菜 づ く り に 関 心 の あ る 県 外 の 移

住 を 検 討 し て い る 方 も 含 め 、 観 光 ・ 趣 味 ・ 音 楽 活 動 等 で 利 用 す る

家 族 ・ グ ル ー プ の 申 込 み も 受 け 付 け な が ら 、 関 係 人 口 の 拡 大 に つ

な が る 取 り 組 み を 推 進 し ま す 。  

■ サ ロ ン 利 用 日 の 土 曜 日・ 日 曜 日 に 、 夕 食 を 共 に し な が ら 、 交 流 す る 「 サ ロ ン 談 話 室 」 を 継 続 し

ま す 。 夫 婦 ・ 家 族 で の 対 話 や 利 用 者 や 県 外 の 方 が 一 品 持 参 で 自 由 に 参 加 で き る 場 と し ま す 。



県 外 の 方 は 観 光 や 故 郷 へ の 帰 省 に 合 わ せ た 宿 泊 参 加 で の 利 用 も で き ま す 。 住 宅 地 で は 難 し

い 「 子 ど も 花 火 の 打 ち 上 げ 」 や 屋 外 で の 「 バ ー ベ キ ュ ー パ ー テ ィ ー 」 な ど 、 家 族 で の 利 用 参 加 は

大 歓 迎 で す 。 近 隣 の 温 泉 利 用 も 可 能 で す 。 県 内 の 方 は 日 帰 り を 基 本 に し ま す が 、 宿 泊 で の 交

流 も ご 相 談 に 応 じ ま す 。  

 

岩見三内地域や秋田の新鮮な産直品の魅力を「仙台市民」に伝えます 

■ 岩 見 三 内 地 域 の 山 菜 や 野 菜 、 果 物 や コ メ な ど を 地 元 の 生 産 者 の 皆 さ ん か ら 購 入 し て 、 仙 台

市 内 で 版 売 す る 取 り 組 み を 今 年 も 継 続 し ま す 。 毎 月 第 4 日 曜 日 の 仙 台 市 泉 区 役 所 敷 地 内 を 会

場 と す る 「 い ず み 朝 市 」 へ の 出 品 や 第 1 ・ 第 3 ・ 第 5 の 土 日 の サ ロ ン 利 用 に 合 わ せ た 移 動 を 利 用

し て 、 火 曜 日 に 仙 台 市 青 葉 区 中 山 地 区 で 移 動 販 売 を 行 い ま す 。 そ し て 、 今 年 は 1 0 月 下 旬 に

開 催 予 定 の 青 葉 区 中 山 町 内 イ ベ ン ト の 「 マ ル シ ェ 出 店 」 に 向 け て 、 岩 見 三 内 地 域 の 皆 さ ん へ の

呼 び 掛 け も 検 討 し て い き ま す 。 自 然 の 豊 か な 地 域 の 新 鮮 な 産 直 品 を 仙 台 市 民 に 提 供 し 、 秋 田

県 の 魅 力 を 伝 え る 機 会 を 通 じ て 、 二 拠 点 生 活 で の メ リ ッ ト も 伝 え て 、 新 た な 「 関 係 人 口 づ く り 」 の

推 進 に も 役 立 て い き た い と 考 え て い ま す 。  

 

サロン利用は事前申込、台所使用や宿泊利用は運営協力金の負担とします 

■ サ ロ ン 利 用 日 は 毎 月 第 １・ 第３・ 第５の 土 日 で す が 、 サ ロ ン 管 理 者 が 不 在 の 第 ２・ 第４ 土 日 や 祝

日 、 連 休 や 夏 休 み 等 の 平 日 利 用 の 申 込 も 受 け 付 け ま す 。 サ ロ ン 利 用 日 以 外 の 土 日 や 平 日 は 、

「シ ェ ア ハ ウ ス 利 用 」 と し て 、 秋 田 県 へ の 観 光 や 二 地 域 居 住 に 関 心 の あ る 個 人 や 家 族 の 方 を 基

本 と し つ つ 、 事 前 申 込 で の 利 用 と し ま す 。 暗 唱 番 号 管 理 で の 鍵 の 開 錠 や 戸 締 り 確 認 は 、 外 出

先 か ら の ス マ ホ 使 用 で の ホ ー ム ネ ッ ト ワ ー ク シ ス テ ム 等 で 管 理 し ま す 。  

■ サ ロ ン の 利 用 に あ た っ て は 、 台 所 使 用 や 体 験 利 用 の 場 合 は 、 光 熱 費 や 材 料 実 費 と し て の 運

営 協 力 金 で の ご 負 担 を お 願 い し ま す 。 サ ロ ン 利 用 時 間 が 4 時 間 未 満 は ５ ００円 、 ４ 時 間 以 上 は  

１，００ ０ 円 の 運 営 協 力 金 と し ま す 。 シ ェ ア ハ ウ ス 的 利 用 の 宿 泊 で の 食 材 等 は 、 利 用 者 が 各 自 準

備 し 、 利 用 者 の 責 任 で 管 理 し ま す 。 な お 、 宿 泊 の 場 合 の 運 営 協 力 金 は 2 日 分 の 負 担 と し ま す 。  

(サロ ン 管 理 者 不 在 の 場 合 の 運 営 協 力 金 の 受 渡 は 、 個 別 に 相 談 に 応 じ て 対 応 し ま す 。 )  



「交流広場 岩見三内サロン」の利用施設案内 

 

自然に囲まれた里山のたんぼの中の一軒家。リビングや和室、屋外を利用しながら、

家族や友人仲間等と生活感が漂う中でゆったりした時間・空間を過ごしませんか。 

◆  音 楽 教 室 の 練 習 場 所 や ミ ニ コ ン サ ー ト 、 ギ ャ ラ リ ー 展 示 等 で の 利 用 を お 待 ち し て い ま す 。  

和 室 3 室 3 0 畳や 洋 室 の リ ビ ン グ や 台 所 を 使 用 し た 利 用 が 可 能 で す 。 和 室 ス ペ ー ス は 、 総

勢 3 0 名 ～ 5 0 名が 利 用 で き ま す 。 大 自 然 の 中 で 音 響 を 気 に せ ず 練 習 で き る 音 楽 教 室 の 楽

器 演 奏 や サ ー ク ル 等 の 発 表 の 場 と し て 利 用 で き ま す 。 和 室 に あ る 調 律 さ れ た 自 動 演 奏 も 可

能 な 「 里 山 ピ ア ノ 」 は 、 県 内 の ス ト リ ー ト ピ ア ノ に 登 録 し て い ま す 。 D I A T O N E の ス ピ ー カ ー を 使

用 し た レ コ ー ド や C D の 音 楽 鑑 賞 や ピ ア ノ 演 奏 も 楽 し む こ と も

で き ま す 。 和 室 は 、 岩 見 三 内 サ ロ ン 主 催 の 「 里 山 の 音 楽 会 や ト

ー ク 」 の 会 場 と し て 使 用 し て い ま す 。 そ し て 、 里 山 で の 「 こ ど も

食 堂 」 の 場 所 と し て の 活 用 も で き ま す し 、 ロ ビ ー や 和 室 も 含 め

て 展 示 ギ ャ ラ リ ー ス ペ ー ス と し て の 使 用 も 可 能 で す 。  

 

◆  親 子 で く つ ろ ぐ 里 山 の 空 間 、 友 人 同 士 の 茶 話 会 な ど の 利 用 で お 楽 し み 下 さ い。  

サ ロ ン の 中 に は 、 親 子 で 楽 し め る 手 製 の ア ン パ ン マ ン の ぬ い ぐ る み 、 子 ど も 絵 本 、 け ん 玉 や ト

ラ ン プ 等 を 準 備 し て 、 子 ど も 達 が 楽 し め る 機 材 が 自 由 に 使 用 で き ま す 。 里 山 レ シ ピ 試 食 で の

料 理 講 習 や 手 芸 品 づ く り 体 験 も 材 料 実 費 で 可 能 で す 。 備 付 の 炭 火 焼 コ ン ロ や 自 家 製 の ピ ザ

釜 、 餅 つ き 機 も 無 料 貸 し 出 し ま す 。 約 1 5 0 0 冊の 文 庫 本 は サ ロ ン 内 の 読 書 や 貸 出 と と も に 、 健

康 麻 雀 や 囲 碁 や 将 棋 、 W i - F i イ ン タ ー ネ ッ ト 利 用 も 可 能 で す 。 屋 外 で は 里 山 の 遊 歩 道 で の 散

策 や バ ド ミ ン ト ン な ど の ス ポ ー ツ 用 具 や テ ン ト 使 用 、 バ ー ベ キ ュ ー も 可 能 で す 。 子 ど も 達 の 「 里

山 の 遊 び 場 空 間 」 を お 楽 し み 下 さ い 。  

    



【戦後 80年 戦争犠牲者調査&慰霊・平和コンサート活動】 



 

 

 

 

 

 

 

 

2025年岩見三内サロン「戦後 80年企画」音楽イベント 

【里山の音楽会】   

■6月 1日(日)開場 13時 (13時 30分～16時) 

◎ 鍵盤ハーモニカ Tuttiの皆さん 

◎ フォルクローレ 「Aqui」の皆さん 

◎ 癒しのインストバンド 「MU～むう」の皆さん 

◎ 「リコーダーアコルデ」の皆さん 

◎ (募集中)ピアノ&サックス&フルートの奏者の方 

 

【平和を祈る里山コンサート】  

◆10月 5日(日) 13時開場(13時 30分～16時) 

◎ 「おやこミュージカル」の皆さん 

◎ 「デュオゆらり」&オカリナ・ブルーバードの皆さん 

◎ 「こはる ひより」さん 

◎ (募集中)ソロ・グループの奏者または歌唱の方 

【世界平和を願うライブステージ】  

◆11月 16日(日) 13時開場 (13時 30分～16時) 

◎ フォルクローレ 「Aqui」の皆さん  

◎ クラシック音楽 「エルパソ」の皆さん 

◎ ブラジル音楽 「エスペランサ」の皆さん 

◎ 「ドリームスター」の皆さん 

◎ (募集中)ジャズ音楽のソロ&バンド演奏の方 

【戦争犠牲者への慰霊コンサート】 

■9月 7日(日)開場 13時 (13時 30分～15時 30分) 

◎ カラオケ歌唱 岩見三内・せせらぎ歌謡会の皆さん 

◎ スコップ三味線 「岩見スコッ婆爺」の皆さん 

◎ ピアノ連弾  川口美津子さん＆宮野忍さん 

◎ オカリナ演奏 オカリナ教室河辺の皆さん(予定) 

 

【木管楽器&弦楽器コンサート】 

■7月 20日(日)開場 13時 (13時 30分～16時) 

◎ サックス  pure sax Naoh(鎌田直喜) 

◎ フルート&ギター デュオゆらり 

◎ ウクレレ  「かしましイズミーズ」の皆さん 

◎ バンド ザ・カウンセラーズの皆さん 

◎ ギターソロリスト 川崎 ツトムさん(予定) 

◎ 者の方  

 

◎ 5yc4   

◎ 

■観覧申込み・問合わせは、岩見三内サロン代表 石塚武和(090-5188-6955)。※奏者確定後に案内チラシを作成予定 



   

2025 岩見三内サロン「日本画家 佐藤悟(岩見三内出身)日本画展」 

展示期間 4 月 19 日(土)～5 月 18 日(日) 土日&祝日+平日観覧 10 時～16 時 

4/19、20、2６、2７、2９、5/３、４、５、６、９、10、1１、17、18  

展示会場 秋田市河辺岩見 岩見三内サロン (入場無料 鑑賞自由) 

展示作品 ◎秋の院展作品２点、◎春の院展作品 8 点、◎小作品 15 点程度 

 

 

(※写真は昨年 11 月の角館・平福記念美術館の展示写真の一部) 

■日本画展関連イベント 「ギャラリーコンサート～絵画と音楽のシンフォニー～」 

4/20日(日)  11時～「ミルクローバー」の皆さん                  

「ピアノ 笹森正子&鍵盤ハーモニカ 川口美津子&ケーナ・歌唱 甲山三詠」  

5/5日(月)11時～ 

「サックス演奏 pure sax Naoh(鎌田直喜) さん」 

「フルート演奏 渡部朋子さん（ピアノ 川口美津子さん）」 

5/17日(土) 15時～ 「チェロ演奏 諸岡由美子さん (ピアノ 笹森正子さん)」 

(諸岡由美子さんのプロフィール) 国内外で活躍する新進女性チェリスト。ベルリン芸大、山形大学教

育学部、ドイツカールスルーエ音大大学院。ドイツ国家演奏家資格を持ちイタリア・ドイツ青少年オー

ケストラ、バルトーク合奏団メンバーを務めています。(インターネットで動画発信しています。) 

※ギャラリーコンサート観覧(定員 20名)希望の方はご連絡下さい(石塚 090-5188-6955 ) 

佐藤 悟さんの展示作品説明会 

4/20日(日) 午前 10時～会場 



 


